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エイズが性感染症であることは保健の授業 

で学習をしているとおりです。2009年末の 

推定感染者数は世界で 3300万人(日本の人口 

の約４分の１）で、最近はアジアで増えてい 

ます。 

 日本では、図１のとおりＨＩＶ感染者、エ 

イズ患者ともに増え続け、過去最多になって 

います。ＨＩＶに感染すると免疫力が徐々に低下し、体内に生息する弱毒菌の感染症や悪性腫瘍が

出現し、やがては死を迎えていましたが、1996年頃に優れた効果の抗ＨＩＶ薬の多剤併用療法が登

場し、かつては致死の病であったＨＩＶ感染症も、今では「慢性感染症」と捉えるまでになりまし

た。 ただ、患者一人の生涯の治療費が約 1億円と高価であり、海外の発展途上国などでは経済的

理由から抗ＨＩＶ薬を購入できず、今でもＨＩＶ感染症、エイズで多くの人々が死亡しています。 

 私たちはこのような現状を正しく理解し、ＨＩＶに感染しない生活を心がけなければなりません。

また、感染経路には母子感染もあり、患者本人の行動に関係なく感染する場合もあります。正しい

知識と同時に偏見をなくしていくことが最大の予防策になるのです。 

 

 

 

 

 


